
重要課題：③予算の質の向上・重点化

改革項目：ⅱ. 有能な人材の流動化

ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分 進捗状況・今後の対応

第
一
階
層

クロスアポイントメント適用
教員数

350人（2018年度）
500人（2020年度）

338人（2017年度） Ａ 目標値を達成する見込み

第
二
階
層

国立大学の若手（40歳未
満）の
本務教員数

2015年度比＋300
人（2018年度）
2015年度比＋600
人
（2020年度）

16千人（2017年度）
（2015年度比▲１千人）

Ｂ －

被引用回数トップ10％論
文の割合

10％
（2018－2020年）

8.5%
（2013-2015年）

Ｂ －

改革工程
改革工程の進捗

進捗状況 今後の進展について

年棒制・クロスアポイントメント制
度など、人事給与システム改革を
推進

国立大学法人等におけるクロスアポイ
ントメント制度適用人数は338名、制度
導入法人数は48法人（平成29年５月時
点）

国立大学法人等における年俸制適用
人数は13,952名、導入法人数は86法人
（平成29年度時点）

各国立大学法人において策定され
た第３期中期目標期間を通じた計
画に沿って、年俸制・クロスアポイン
トメント制度等、人事給与システム
改革を推進
平成26年12月に「クロスアポイントメ

ント制度の基本的枠組みと留意点」
（経済産業省・文部科学省）として取
りまとめ、各国立大学法人等へ通
知しており、引き続き各国立大学法
人において導入を促進

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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重要課題：③予算の質の向上・重点化

改革項目：ⅲ. 研究設備の共有化と研究費の合算使用の促進

ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分 進捗状況・今後の対応

第
一
階
層

購入した研究設備の共用
が可能な事業制度数
（2015年度：19）

2015年度比1.3倍
（2018年度）

2015年度1.5倍
（2020年度）

2015年度比1.6倍
（2017年度：31）

Ａ

2020年度目標値を達成。引
き続き、対象となり得る残り
26制度で措置できるよう関係
府省と調整予定

合算使用が可能な事業制
度数（2015年度：19）

2015年度比1.3倍
（2018年度）

2015年度1.5倍
（2020年度）

2015年度比1.6倍
（2017年度：31）

Ａ

2020年度目標値を達成。引
き続き、対象となり得る残り
26制度で措置できるよう関係
府省と調整予定

共用システムを構築した研
究組織数

70（2018年度）
100（2020年度）

47研究組織（2017年
度）

Ａ

2018年度の目標値の概ね三
分の二を達成。
平成30年度は追加で23研究

組織における共用システム
構築に着手予定。

第
二
階
層

被引用回数トップ10％論文
の割合

10％
（2018－2020年）

8.5%
（2013-2015年）

Ｂ －

改革工程
改革工程の進捗

進捗状況 今後の進展について

研究設備の共用促進

競争的資金については、平成28年までに全
ての府省において全21制度を措置済み
競争的資金以外の公募を行う研究費（全36
制度）については、国立研究開発法人日本
医療研究開発機構の9制度、国立研究開発
法人科学技術振興機構の1制度の計10制度
で措置済み

競争的資金以外の公募を行う研究費
については、対象の残り26制度で措
置できるよう関係府省と調整予定
共用が可能になった研究設備の運用
状況を把握し、効果的な運用につい
て分析を進める予定

研究費の合算使用の促進

競争的資金については、平成28年までに全
ての府省において全21制度を措置済み
競争的資金以外の公募を行う研究費（全36
制度）については、国立研究開発法人日本
医療研究開発機構の9制度、国立研究開発
法人科学技術振興機構の1制度の計10制度
で措置済み

競争的資金以外の公募を行う研究費
については、対象の残り26制度で措
置できるよう関係府省と調整予定
研究費の合算使用の事例を把握し、
効果的な運用について分析を進める
予定

研究設備・機器の新たな共用
システムの導入

平成28年度より、先端研究基盤共用促進

事業（新たな共用システム導入支援プログ
ラム）を開始。
平成29年度は、47研究組織に対して共用シ
ステム導入に必要な費用を支援。

47研究組織については、引き続き共
用システムの構築を実施。
平成30年度は追加で23研究組織に
おける共用システムの導入に着手。

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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重要課題：③予算の質の向上・重点化

改革項目：ⅳ. 総合科学技術・イノベーション会議の司令塔機能強化

ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分 進捗状況・今後の対応

第
一
階
層

－ － － －

第
二
階
層

被引用回数トップ10％論文
の
割合

10％
（2018－2020
年）

8.5%
（2013-2015年）

Ｂ －

改革工程

改革工程の進捗

進捗状況 今後の進展について

総合科学技術・イノベーション会議の
司令塔機能強化

「科学技術イノベーション総合戦略2017」を閣議決
定(平成29年6月)
科学技術イノベーション予算戦略会議を開催し、関
係府省との連携を強化
SIPについて、プログラム終了後のあり方を検討

経済財政諮問会議等と
の連携の下、総合科学
技術・イノベーション会議
のさらなる司令塔機能
の強化について議論

「科学技術イノベーション官民投資拡
大イニシアティブ」を踏まえた総合科学
技術・イノベーション会議の司令塔機
能の強化

「科学技術イノベーション官民投資拡大イニシア
ティブ」の具体化に必要な予算編成プロセス改革、
制度改革、エビデンス構築を推進

経済財政諮問会議との
連携の下、引き続き、当
該イニシアティブの具体
化に向けた取組を推進

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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